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　生物試料分析科学会は「生物試料の分析法」
の発展に大いに貢献してきたが、今後さらなる
発展のために新たな方向性をみきわめる必要が
ある。第25回年次学術集会では生物試料分析科
学会の研究の場である「基礎と臨床の狭間」に
まだ手が付けられていない研究領域に眼を向け
てみた。今回の特別講演と教育講演は、いずれ
も新しい研究分野として今後注目したい内容で
ある。
　特別講演は「医療人に知ってほしい最新医薬
品の情報」と題し、芝紀代子先生（文京学院大
学名誉教授）にご講演をいただいた。「OTC検

査薬の拡大の方向性や検体測定室の開設と問題
点」は新たな分野として見逃せない。また、ジェ
ネリック医薬品は臨床検査技師として知ってお
きたい知識である。
　教育講演１は「非侵襲サンプル（涙液、生体
ガス）の生化学モニタリング」と題し、三林浩
二先生（東京医科歯科大学生体工学研究所　教
授）にご講演をいただいた。日本が直面する高
齢化社会において、非侵襲的に生体情報を得る
技術は、慢性疾患患者のみならず健康人におい
ても、健康を意識する手段として有用なものと
思われる。本学会の新たな研究分野として注目
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したい。
　教育講演２は「ドーピング検査の現状と将来」
と題し、鈴木秀典先生（日本医科大学大学院医
学研究科　教授）にご講演をいただいた。近年、
ドーピングは世界的な関心事項となっており、
多様な物質の検出に対応して、近年分析法が進
歩してきている。ドーピング検査は尿、血液を
用いた分析であり、その分析技術の進歩に興味
が持たれる。
　教育講演３は「プロテオーム解析によるがん
バイオマーカー開発」と題し、近藤格先生（国
立がん研究センター研究所　分野長）にご講演
をいただいた。近藤先生は腫瘍組織を用い、プ

ロテオーム解析によってバイオマーカーを開発
してきた。プロテオーム解析の分野では、特に
がんのバイオマーカーの開発が注目される。し
かし、診断や治療に役立っているバイオマーカー
は少ないのが現状である。今後は遺伝子転写産
物(mRNA)の解析データも活用することで、新
たなバイオマーカー開発が期待される。

　今回の特別企画は、「基礎と臨床の狭間」に
視点を向けて取り上げた内容であるが、いずれ
も生物試料分析科学会の新たな展開の方向性を
示すものであり、皆さんの今後の研究の一助に
なれば幸いである。


